







が公表した数字によれば、 年上半期、中国の中古車販売台数 ）は 万台、前年同期
比 ％増となっている。同時期の新車販売台数は 万台、中古車販売と新車販売の比率















ケースがほとんどで、例えば、旧所有者 中古車業者 エンドユーザーの場合、名義変更は 回行われ
ていることになる。












































































































） 年 月 日、北京旧機動車交易市場の副総経理、劉華林氏に対するインタビューに基づく。
を中心に自動車登録制限制度が相次いで導入されている。その制度について、まず政府
（地方政府）が毎年新たに増加する車両（買い替えは対象外）の総量を決める。その総量







北京では、 年 月 日より 北京市小客車数量調控暫行規定（和訳 北京市乗用車
数量調整暫定規定） が実施された。その主な骨子は以下の通りである。





















































勢力が登場し始めた。 年に公布された 中古車流通管理弁法 の中で、中国政府は、
それまでに 仲介 しか認めていない中古車の取引方法をはじめて 買取販売 も認める
ことを盛り込んだ。 仲介 方式は、所有権の移転が旧所有者（発生元）と新所有者（エ
ンドユーザー）の間でしか認められず、中間にある中古車業者はあくまで旧所有者と新所













一つは 車王 である。同社の正式名称は 車王認証二手車超市（英語名
）、 年 月 日に開業した。 年現在、全国に 店舗を展開
している ）。創業者の李海超氏は、中国最大の自動車情報サイト 汽車網 の創業者
で、筆頭株主には、君聯資本（英語名 。レノボ・グループ傘下の投資


















平均単価は 万元（ 元 円、 年 月時為替レート）、同様な車種を扱っている他
中国の中古車流通が抱える問題点に関する一考察






の展示を保持し、 台当たりの仕入価格｛平均単価 万元 （ 粗利益率 ％）｝は約

















方式を行っている業者に比べてコスト負担が多くなる。実際、 車王 以外に 買取販
売 を導入した業者がある。 年に設立された 帥車（英語名 ） はアメ
リカの中古車販売大手の のオーナーからも出資を受け、 買取販売 を手掛けて
いたが、最近、それを 仲介 方式に転換したのである。その背景は明らかにされていな






）日本の中古車オークション最大手企業、 社公表の 年 年のデータに基づく。
） 第一車網 年 月 日記事（ ）
ションの機能をより有効に発揮するために、以下の 点に特に留意する必要がある。まず
点目は、業者間（ ）取引に限定することである。日本では、オークションに参加




















率が ％を下回るところが多い。ある報道によれば ）、 年時点、中国全土で 社









































通量も増えてくる。現在、中国の自動車保有台数は約 億 千万台 ）、うち約 割が
年以内に販売されたものである。中国の中古車市場は今後急速に拡大していくに違いな
）同上資料。
） 日本経済新聞 、 年 月 日付。
） 中国工業報 、 年 月 日付。
） 年 月 日中国北京の人民大学で開催された 第 回日中自動車産業研究交流会 における中国
汽車流通協会副秘書長羅磊氏の報告資料に基づく。
）矢野経済研究所 中古車流通総覧 年版サマリー 、 ページ。
い。中国汽車流通協会の分析によれば、 年時点では中国の中古車販売台数は年間 千
万台規模になると予想されている ）。この数字は現在の年間販売台数の約 倍に当たる。
これからの 年間、中国の中古車流通全体にとって 天変地異 の構造変化が訪れなけれ
ば、滞留する中古車がいずれは大きな社会問題を引き起こすと言って過言ではない。
まず、中古車流通業者の新規参入が避けて通れない趨勢になる。 年時点で、中国に
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